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学校法人  群馬育英学園

広報委員会

群
馬
育
英
学
園中

村
義
寛

理
事
長

　

２
０
１
９
年
、平
成
31
年
の
新
春

を
迎
え
、謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
１
月
に
前
橋
育
英
高
等
学

校
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
第
96
回
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
お
い

て
21
回
目
の
出
場
で
群
馬
県
勢
初
の

全
国
制
覇
を
果
た
し
、８
月
に
は
前

橋
育
英
高
等
学
校
硬
式
野
球
部
が
記

念
す
べ
き
第
１
０
０
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
記
念
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
ま
た
、昨
年
４
月
に

は
学
園
創
設
か
ら
の
念
願
で

あ
っ
た
、四
年
制
の
育
英
大
学

の
開
学
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の

育
英
大
学
の
設
立
は
、長
年
地

域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、保
育

の
育
英
、ス
ポ
ー
ツ
の
育
英
と

し
て
短
期
大
学
、高
等
学
校
が

地
域
に
密
着
し
た
教
育
を
実
践

し
、本
学
園
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
短
期
大
学
で
の
人
材
育
成
の

実
績
を
踏
ま
え
、よ
り
高
度
な
教
育

や
保
育
・
児
童
教
育
に
貢
献
で
き
る

人
材
、体
育
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
で
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

昨
年
の
前
橋
育
英
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
の
第
１
０
０
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
記
念
大
会
出
場
、今
回
の

前
橋
育
英
高
等
学
校
男
子
・
女

子
サ
ッ
カ
ー
部
・
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国
大
会

出
場
支
援
・
応
援
支
援
の
募
金

に
際
し
ま
し
て
は
、学
園
協
力

会
・
協
力
企
業
・
高
校
後
援
会
・

保
護
者
会
・
同
窓
会
・
退
職
者

の
会
・
学
園
教
職
員
等
々
、ご

協
力
頂
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
群
馬
育
英
学
園
は
、

昨
年
開
学
し
た
育
英
大
学
、育

英
短
期
大
学
、前
橋
育
英
高
等

学
校
の
３
校
を
設
置
し
、更
に
、

系
列
学
園
と
し
て
学
校
法
人
群

馬
英
数
学
舘
、育
英
メ
デ
ィ
カ

ル
専
門
学
校（
鍼
灸
学
科
・
柔

道
整
復
学
科
）、学
校
法
人
中

村
学
園（
朝
日
が
丘
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
大
利
根
育
英
幼

稚
園
）が
あ
り
ま
す
。
今
後

益
々
少
子
化
の
流
れ
が
進
行
す

る
時
代
に
向
か
い
ま
す
が
、社

会
の
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

Ａ
Ｉ
化
に
対
応
し
、よ
り
一
層

の
改
革
に
よ
る
進
化
を
成
し
遂

げ
、地
域
社
会
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
る
魅
力
あ
る
総
合
学
園
と

す
べ
く
３
学
園
の
連
携
を
図
り
、

邁
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。
今

後
と
も
関
係
各
位
の
更
な
る
ご

理
解
と
、ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、年
頭
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

役
員
・
評
議
員

法
人
本
部

大
学
・
短
期
大
学

学
園
長※

 

中
村　

有
三

理
事
長 

中
村　

義
寛

理　

事※

（
大
学
・
短
大
学
長
） 

石
井　
　

學

理　

事※

（
高
校
校
長
） 

山
田　

耕
介

理　

事※
 

髙
山　
　

曻

理　

事※
 

佐
伯　

詔
一

理　

事※

（
法
人
本
部
長
） 

岩
川　

正
典

理　

事※

（
短
大
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
長
・
教
授
） 

泉
水　

清
志

理　

事※

（
高
校
副
校
長
） 

金
子　

雅
人

理　

事（
短
大
特
任
教
授
） 

小
野
澤
正
喜

理　

事 

福
島　

英
人

理　

事 

前
田　
　

宏

監　

事 

代
田　

恭
之

監　

事 

富
岡　

政
明

評
議
員（
大
学
教
育
学
部
長
・
教
授
） 

新
井　

保
幸

評
議
員（
教
頭
） 

神
山　

義
幸

評
議
員（
大
学
・
短
大
事
務
局
長
） 

岡
田　

紳
哉

評
議
員（
高
校
事
務
長
） 

武
田　

雅
彦

評
議
員（
総
務
部
長
） 

久
住　
　

洋

評
議
員 

新
井　

信
雄

評
議
員 

根
岸
美
智
代

評
議
員 

関
根　

映
一

評
議
員 

中
島　
　

篤

評
議
員 

北
條　

哲
成

評
議
員 

遠
山　

浩
二

評
議
員 

石
井　

晃
英

評
議
員 

大
塚
智
枝
子

評
議
員 

石
井　

昌
代

評
議
員 

髙
月
有
記
恵

評
議
員 

亦
野　

高
裕

評
議
員 

北
原　

崇
夫

児
童
教
育
専
攻
長
・
教
授 

西
谷　
　

泉

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
長
・
教
授 

朝
岡　

正
雄

保
育
学
科
長
・
教
授 

松
本　
　

尚

学
生
支
援
部
長
・
准
教
授 

柳
川　

美
麿

図
書
館
長
・
幼
児
教
育
研
究
所
長
・
教
授 

関　
　

雅
夫

教
職
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授 

藤
島
喜
代
仁

管
理
課
長 

戸
澤　
　

勲

学
生
支
援
課
長 

中
丼　

俊
二

学
生
支
援
課
長
補
佐 

嶌
津　

秀
一

教
務
課
長 

中
澤　

朋
弘

教
務
課
次
長 

平
澤　

精
人

入
試
広
報
課
長 

桂　

健
太
郎

事
務
課
長
補
佐 

塚
田　
　

恵

総
務
部　

財
務
課
長 

伊
藤　

憲
康

総
務
部　

財
務
課
次
長 

髙
月　

広
喜

高
等
学
校

※

は
評
議
員
兼
任

謹
賀
新
年

学園の主な行事日程

ぐ

ん

ま

育

英

入試種別
学特Ⅱ期
一　　般

試験日
2月 2日（土）
2月 2日（土）

出願期間
 1月 21日（月） ～ 1月 24日（木）
 1月 21日（月） ～ 1月 24日（木）

合格発表
2月 6日（水）
2月 6日（水）

【育英短期大学】◎卒業研究発表会  2月6日（水）　◎学位授与式  3月16日（土）

【前橋育英高等学校】
◎Ⅳ類修学旅行 2月 5日（火） ～ 2月 8日（金）
◎学年末試験 2月 25日（月） ～ 2月 28日（木） ◎卒業式 3月 1日（金）
◎終業式 3月 22日（金） ◎学年末休業 3月 23日（土） ～

入試種別
特待Ⅱ期
一般Ⅰ期
一般Ⅱ期
一般Ⅲ期

試験日
2月 7日（木）
2月 7日（木）
3月 7日（木）
3月 26日（火）

出願期間
1月 15日（火） ～ 1月 31日（木）
1月 15日（火） ～ 1月 31日（木）
2月 18日（月） ～ 2月 28日（木）
3月 11日（月） ～ 3月 20日（水）

合格発表
2月 8日（金）
2月 8日（金）
3月 8日（金）
3月 26日（火）

◇入試日程

入試種別
AOⅣ期

面談日
3月7日㈭

エントリー期間
2月18日㈪～2月28日㈭

出願許可者発表
3月8日㈮

正式出願期間
3月9日㈯～3月13日㈬

合格発表
3月15日㈮

◇入試日程

入試種別
ＡＯⅣ期
一般Ⅰ期
一般Ⅱ期
センター試験Ⅰ期
センター試験Ⅱ期

試験日
3月 26日（火）
2月 7日（木）
3月 14日（木）
3月 7日（木）
3月 26日（火）

出願期間
 3月 11日（月） ～ 3月 20日（水）
 1月 15日（火） ～ 1月 31日（木）
 2月 25日（月） ～ 3月 8日（金）
 2月 18日（月） ～ 2月 28日（木）
 3月 11日（月） ～ 3月 20日（水）

合格発表
3月 26日（火）
2月 14日（木）
3月 20日（水）
3月 14日（木）
3月 26日（火）

【育英大学】
◇入試日程 ※ＡＯⅣ期は現代コミュニケーション学科のみ実施



学校法人 群馬育英学園

平成29年度 決算報告
　学園の平成29年度決算は、本年度5月25日（金）に開催された理事会において承認可決され、
続いて開催された評議員会に報告されました。平成29年度決算は下記のとおりです。

ぐ ん ま 育 英 平成31年（2019年）1月25日発行（2）第56号

事 業 活 動 収 支 計算 書
平成29年4月 1日より
平成30年3月31日まで

教育活動収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

（単位：円）

教育活動収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

資 金 収 支 計算 書
平成29年4月 1日より
平成30年3月31日まで

収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

（単位：円）

支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

支出

管理経費 8.6%

教育研究
経費 27.6%

人件費 63.8%

学生生徒等納付金 1,404,267,000 1,418,299,250 ▲14,032,250
手数料 47,616,000 54,855,820 ▲7,239,820
寄付金 116,132,000 118,421,034 ▲2,289,034
経常費等補助金 657,276,000 677,114,545 ▲19,838,545
付随事業収入 19,020,000 19,043,500 ▲23,500
雑収入 39,383,000 48,247,043 ▲8,864,043
教育活動収入計 2,283,694,000 2,335,981,192 ▲52,287,192

特別収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

その他の特別収入 20,000,000 47,739,680 ▲27,739,680
特別収入計 20,000,000 47,739,680 ▲27,739,680

教育活動外収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

受取利息・配当金 200,000 57,614 142,386
教育活動外収入計 200,000 57,614 142,386

学生生徒等納付金収入 1,404,267,000 1,418,299,250 ▲14,032,250
手数料収入 47,616,000 54,855,820 ▲7,239,820
寄付金収入 116,132,000 131,619,594 ▲15,487,594
補助金収入 677,276,000 697,633,545 ▲20,357,545
資産売却収入 0 0 0
付随事業・収益事業収入 19,020,000 19,043,500 ▲23,500
受取利息・配当金収入 200,000 57,614 142,386
雑収入 39,383,000 48,889,415 ▲9,506,415
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 172,450,000 161,425,000 11,025,000
その他の収入 911,802,000 1,206,593,630 ▲294,791,630
資金収入調整勘定 ▲181,710,000 ▲209,829,421 28,119,421
前年度繰越支払資金 1,621,367,212 1,621,367,212 0
収入の部合計 4,827,803,212 5,149,955,159 ▲322,151,947

人件費 1,433,467,000 1,457,420,263 ▲23,953,263
教育研究経費 660,713,000 630,185,386 30,527,614
管理経費 164,782,000 195,923,786 ▲31,141,786
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 2,258,962,000 2,283,529,435 ▲24,567,435
教育活動収支差額 24,732,000 52,451,757 ▲27,719,757

特別収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

資産処分差額 0 4,592,338 ▲4,592,338
その他の特別支出 0 1,000,729 ▲1,000,729
特別支出計 0 5,593,067 ▲5,593,067
特別収支差額 20,000,000 42,146,613 ▲22,146,613

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
 0
［予備費］ 25,000,000  25,000,000
基本金組入前当年度収支差額 18,798,000 93,538,825 ▲74,740,825
基本金組入額合計 ▲537,205,000 ▲568,212,170 31,007,170
当年度収支差額 ▲518,407,000 ▲474,673,345 ▲43,733,655
前年度繰越収支差額 ▲3,816,745,400 ▲3,356,698,341 ▲460,047,059
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 ▲4,335,152,400 ▲3,831,371,686 ▲503,780,714
　（参考）
事業活動収入計 2,303,894,000 2,383,778,486 ▲79,884,486
事業活動支出計 2,285,096,000 2,290,239,661 ▲5,143,661

教育活動外収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

借入金等利息 1,134,000 1,117,159 16,841
教育活動外支出計 1,134,000 1,117,159 16,841
教育活動外収支差額 ▲934,000 ▲1,059,545 125,545
経常収支差額 23,798,000 51,392,212 ▲27,594,212

人件費支出 1,433,467,000 1,462,086,963 ▲28,619,963
教育研究経費支出 493,545,000 455,496,710 38,048,290
管理経費支出 161,142,000 191,659,414 ▲30,517,414
借入金等利息支出 1,134,000 1,117,159 16,841
借入金等返済支出 52,860,000 50,769,000 2,091,000
施設関係支出 443,584,000 446,992,981 ▲3,408,981
設備関係支出 93,621,000 114,905,583 ▲21,284,583
資産運用支出 0 4,111,354 ▲4,111,354
その他の支出 1,013,562,000 1,255,281,382 ▲241,719,382
予備費 25,000,000 0 25,000,000
資金支出調整勘定 ▲23,708,000 ▲30,532,373 6,824,373
翌年度繰越支払資金 1,133,596,212 1,198,066,986 ▲64,470,774
支出の部合計 4,827,803,212 5,149,955,159 ▲322,151,947

雑収入 2.1%
付随事業収入 0.8%

経営費等
補助金 29.0%

寄付金 5.1%

手数料 2.3%

学生生徒等
納付金 60.7%

収入

平成29年度 事業活動収支構成比率
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貸 借 対 照 表
平成30年3月31日現在

資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

（単位：円）

固定資産 　7,740,851,002 　7,351,093,705 　389,757,297
　有形固定資産 　7,683,402,412 　7,292,538,215 　390,864,197
　　土地 　3,161,760,184 　3,161,760,184 　0
　　建物 　3,723,358,854 　3,390,272,282 　333,086,572
　　構築物 　207,448,428 　222,465,701 　▲15,017,273
　　教育研究用機器備品 　289,403,639 　216,968,100 　72,435,539
　　管理用機器備品 　25,660,029 　25,126,598 　533,431
　　図書 　240,867,789 　231,552,719 　9,315,070
　　車両 　34,903,489 　31,163,631 　3,739,858
　　建設仮勘定 　0 　13,229,000 　▲13,229,000
　特定資産 　24,362,050 　29,028,750 　▲4,666,700
　　退職給与引当特定預金 　24,362,050 　29,028,750 　▲4,666,700
　その他の固定資産 　33,086,540 　29,526,740 　3,559,800
　　電話加入権 　1,963,507 　1,963,507 　0
　　保険積立金 　8,681,543 　5,091,743 　3,589,800
　　敷金 　1,054,000 　1,054,000 　0
　　貸付金 　21,269,000 　21,299,000 　▲30,000
　　その他預託金 　118,490 　118,490 　0
流動資産 　1,245,387,701 　1,667,569,441 　▲422,181,740
　現金預金 　1,198,066,986 　1,621,367,212 　▲423,300,226
　未収入金 　32,605,381 　37,984,080 　▲5,378,699
　有価証券 　723,839 　723,710 　129
　前払金 　8,570,501 　5,339,535 　3,230,966
　仮払金 　5,420,994 　2,154,904 　3,266,090
資産の部合計 8,986,238,703 　9,018,663,146 　▲32,424,443

負債の部
科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

固定負債 　246,826,746 　290,536,094 　▲43,709,348
　長期借入金 　88,415,000 　120,707,000 　▲32,292,000
　退職給与引当金 　24,362,050 　29,028,750 　▲4,666,700
　長期未払金 　134,049,696 　140,800,344 　▲6,750,648
流動負債 　451,912,255 　534,166,175 　▲82,253,920
　短期借入金 　32,292,000 　50,769,000 　▲18,477,000
　未払金 　36,381,982 　83,340,985 　▲46,959,003
　前受金 　161,447,500 　178,590,000 　▲17,142,500
　預り金 　221,790,773 　221,466,190 　324,583
負債の部合計 698,739,001 　824,702,269 　▲125,963,268
純資産の部

基本金 　12,118,871,388 　11,550,659,218 　568,212,170
　第1号基本金 　11,973,871,388 　11,405,659,218 　568,212,170
　第4号基本金 　145,000,000 　145,000,000 　0
繰越収支差額 ▲3,831,371,686 　▲3,356,698,341 　▲474,673,345
　翌年度繰越収支差額 ▲3,831,371,686 　▲3,356,698,341 　▲474,673,345
　　純資産の部合計 8,287,499,702 　8,193,960,877 　93,538,825
　負債及び純資産の部合計 8,986,238,703 　9,018,663,146 　▲32,424,443

平
成
29
年
度 

賃
借
対
照
表

資産構成比率

負債・純資産の部

固定負債 3%
基本金・
繰越収支差額 92%

固定資産 86%

流動負債 5%

流動資産 14%

1. 重要な会計方針

（2）その他の重要な会計方針

（1）引当金の計上基準

2. 重要な会計方針の変更等

3. 減価償却額の累計額の合計額 4,379,977,207円

4. 徴収不能引当金の合計額 0円

5. 担保に供されている資産の種類および額

土　　地 2,405,914,057円
建　　物 2,479,607,960円

第4基本金に相当する資金を有しており、該当しない。

6. 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行う
 こととなる金額 92,241,134円

7. 当該会計年度の末日において第4号基本金に相当する資金を
 有していない場合のその旨と対策

8. その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項

■属　　性 役員が議決権の過半数を所有している
  会社

■役員法人等の名称 上毛資源株式会社

■住　　所 前橋市高井町

■資本金又は出資金 50,000,000円

■事業の内容又は職業 廃棄物処理・清掃業務会社経営

■関係内容
 役員の兼任等 兼任1名
 事業上の関係 廃棄物処理・清掃業務契約

■取引の内容 校内廃棄物処理及び清掃委託

■取引金額 12,937,320円

（2）関連当事者との取引

（1） 通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている
 所有権移転外ファイナンス・リース

● 平成21年4月1日以降に開始したリース取引

3,630,341円
2,319,000円

5,752,250円
3,781,134円

リース資産の種類

教育研究機器備品
管理用機器備品

リース取引 未経過リース料残高

関連当事者との取引の内容は、次のとおりである。

補助活動に係る収支については、総額表示している。
● 食堂その他教育活動に付随する活動に係る収支の表示方法

期末要支給額1,093,393,956円から公益財団法人群馬県私学
振興会（退職団体）よりの要交付額1,069,031,906円を控除し
た額24,362,050円全額を計上している。

● 退職給与引当金

預り金については、総額表示している。
● 預り金に係る収支の表示方法

未収入金等の徴収不能に備えるため、個別に見積もった    
徴収不能額を計上する事としている。

該当なし

● 徴収不能引当金

《注記》
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平
成
27
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
、労
働
者
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
、本
学
園
で
も
平
成
28
年

よ
り
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
導
入
実
施
し
始
め

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に

対
処
し
た
り
、ス
ト
レ
ス
が
高
い
状
態
の
場
合

は
産
業
医
の
面
接
を
受
け
て
助
言
を
も
ら
っ
た

り
、学
校
側
に
仕
事
の
軽
減
な
ど
の
措
置
を
実

施
し
て
も
ら
っ
た
り
、職
場
環
境
の
改
善
に
繋

げ
た
り
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

学
生
の
心
身
の
健
康
管
理
に
お
い
て
も
相
談

で
き
る
環
境
が
あ
り
、学
生
支
援
・
研
究
棟（
Ｇ

棟
）の
３
階
に
あ
る
学
生
相
談
室
で
臨
床
心
理

士
の
資
格
を
有
し
た
、心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

先
生
に
よ
る
完
全
予
約
制
の
面
接
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
学
校
生
活
だ
け
で
な
く
、

生
活
全
般
に
対
す
る
悩
み
相
談
を
行
っ
て
お
り
、

当
然
な
が
ら
個
人
の
秘
密
は
厳
守
致
し
ま
す
の

で
、安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
11
月
30
日（
金
）、群
馬
育
英
学
園

協
力
会
役
員
会
が
法
人
本
部
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
と
し
て
、サ
ッ
カ
ー
部

の
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場
、女

子
サ
ッ
カ
ー
部
の
選
手
権
大
会
出
場
の
応
援
協

力
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、協
力
会
分
目
標
額
を

５
，２
０
０
千
円
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、12
月
10
日（
月
）午
後
６
時
よ
り
、

群
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
、協
力
会
忘
年
会

が
開
催
さ
れ
、学
園
関
係
者
を
含
め
て
75
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
小
島
秀
薫
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
中
村
有
三
学
園
長
、中

村
義
寛
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、高
校
サ
ッ
カ
ー
部
男
子
監
督
の
山
田
耕

介
校
長
よ
り
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
男
子
サ
ッ

カ
ー
部
、女
子
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
募
金
に
つ
い

て
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、学

園
の
教
育
諸
活
動
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
要

請
し
つ
つ
、午
後
８
時
過
ぎ
に
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

学
園
協
力
会 

〜
役
員
会
・
忘
年
会
〜

教
職
員
・
学
生
の
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工
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㈱
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㈱
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毛
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㈱

●
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

 

関
東
設
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㈱

●
㈱
勝
山
工
務
所

●
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エ
ダ
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㈱
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建
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㈱
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橋
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㈱
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㈱
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短
期
大
学
学
科
だ
よ
り

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年（
平
成
30
年
）４
月
、育
英
大
学

開
学
に
あ
た
り
、教
育
学
部
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
教
育
学
部
に
は

児
童
教
育
専
攻
と
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専

攻
の
２
専
攻
が
あ
り
、一
期
生
と
し

て
59
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
年
４
月
に
は
19
名

の
専
任
教
員
全
員
が
揃
う
予
定
で
す
。

真
新
し
い
研
究
棟（
Ｇ
棟
）も
建
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
橋
育
英
高
校
の
名
は
い
ま
や
全

国
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

育
英
短
期
大
学
は
四
十
年
余
の
歴
史

と
輝
か
し
い
実
績
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、少
子
化
の
進
む
時

代
に
開
学
し
た
育
英
大
学
は
、た
と

え
て
言
え
ば
、荒
海
に
漕
ぎ
出
し
た

一
艘
の
小
舟
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

前
途
は
楽
観
で
き
ず
、し
ば
ら
く
は

悪
戦
苦
闘
が
続
く
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
育
英
大
学
が
早
く
前
橋
育
英

高
校
や
育
英
短
期
大
学
に
引
け
を
取

ら
な
い
実
績
を
挙
げ
る
よ
う
に
し
た

い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
が
、課
題
の

困
難
さ
と
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
関

係
者
の
皆
様
に
は
育
英
大
学
の
前
途

を
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

少
子
化
の
進
行
で
わ
が
国
の
高
等

教
育
進
学
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

私
立
大
学
は
ど
こ
も
生
き
残
り
に
懸

命
で
す
。
最
近
出
た
中
央
教
育
審
議

会
答
申「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
等

教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」で
は
、

い
く
つ
か
の
私
立
大
学
が
連
合
す
る

と
い
う
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
歴
史
や
建
学
の

理
念
を
も
つ
私
学
が
一
つ
に
な
る
の

は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
の
数
が
減
る
分
を
社
会

人
や
留
学
生
で
補
う
と
い
う
案
も
出

さ
れ
ま
し
た
が
、教
育
学
部
に
は
向

い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
答
申
を
め
ぐ

る
研
究
会
に
参
加
し
て
私
が
共
感
し

た
の
は「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
あ

た
り
ま
え
に
や
っ
て
い
く
」と
い
う

発
言
で
し
た
。
こ
の
話
を
中
村
義
寛

理
事
長
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、前

橋
育
英
の「
凡
事
徹
底
」と
同
じ
だ
と

言
わ
れ
、意
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

　

高
等
教
育
の
場
で
は「
教
育
の
質

保
証
」が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
員
が
よ
い
授
業
を
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、学
生
に
も
授
業
以

外
の
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、ど
こ

の
大
学
で
も
う
ま
く
い
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
部
活
動
に

も
時
間
を
取
ら
れ
る
の
で
、学
生
諸

君
も
大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、ぜ
ひ

こ
の
こ
と
を
御
理
解
く
だ
さ
い
。

ま
た
、教
員
が「
何
を
教
え
た
か
」で

は
な
く
、学
生
が「
何
を
で
き
る
よ

う
に
な
り
、ど
う
い
う
力
が
身
に
つ

い
た
か
」が
問
題
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
充
実
し
た
教
授
陣
と
少

人
数
教
育
と
い
う
本
学
の
優
れ
た

条
件
を
活
か
す
こ
と
で
、教
員
養
成

で
先
行
す
る
他
大
学
と
互
角
に
太

刀
打
ち
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
前
橋
育
英
高
校
や

育
英
短
期
大
学
と
連
携
協
力
し
つ

つ
、学
生
諸
君
の
夢
を
叶
え
る
べ
く
、

教
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。
重
ね
て
御
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
学

部
長
就
任
の
御
挨
拶
と
す
る
次
第

で
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
保
育
学
科
で
は
２
年
生
は
卒
業
を

前
に
し
て
就
職
活
動
も
順
調
に
進
み
、現

在
お
よ
そ
８
割
以
上
が
各
園
か
ら
内
定
通

知
を
い
た
だ
い
て
お
り
、順
調
な
就
職
状

況
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
幼
稚
園
実
習
・

保
育
実
習
・
施
設
実
習
と
全
て
の
実
習
も

終
了
し
、残
る
は
最
終
の
単
位
取
得
と
学

位
記
授
与
式
を
控
え
る
ば
か
り
と
な
り
ま

し
た
。
１
年
生
に
お
い
て
は
、初
め
て
の

幼
稚
園
実
習（
観
察
実
習
）が
昨
年
11
月
に

終
了
し
、年
明
け
１
月
末
に
は
初
め
て
の

期
末
試
験
も
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

２
月
〜
３
月
に
か
け
て
保
育
園
実
習
を
控

え
て
順
調
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
保
育
学
科
に
お
い
て
は
、こ
れ

ら
の
各
種
実
習
が
資
格
取
得
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
り
、幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
資

格
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
う
え
で
重
要

な
教
育
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で

学
ぶ
各
授
業
も
資
格
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、各
実
習
の
成
果
こ
そ
が

将
来
の
保
育
者
と
な
る
力
の
源
と
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
保
育
学
科
の
教
員
一
同
、

学
生
の
学
習
環
境
を
整
え
、実
習
・
就
職
に

向
け
て
の
後
押
し
を
よ
り
一
層
の
努
力
で

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
平
成
三
十
年
度
は
百
二
名
の
新
入

生
が
入
学
し
、有
意
義
な
短
大
生
活
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、二
年
生
の
進

路
決
定
や
平
成
三
十
一
年
度
の
学
生
募
集

も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、社
会
で
の
高

い
評
価
を
喜
び
、皆
様
方
の
ご
支
援
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
十
八
歳
人
口
の
減
少
や
高
等
教

育
機
関
へ
の
進
学
率
等
の
推
移
を
ふ
ま
え
、

短
期
大
学
は
そ
の
役
割
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、各
大

学
や
学
科
の「
強
み
」や「
特
色
」を
よ
り

明
確
化
し
、地
域
社
会
と
連
携
し
な
が
ら

高
い
実
務
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
代
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、六
つ
の
コ
ー
ス

の
専
門
的
知
識
や
観
点
か
ら
多
角
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
修
得
し
、

そ
の
知
識
や
能
力
を
通
し
て
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
実
践
的
な
人
材
を
養
成
す

る
こ
と
が
強
み
で
あ
り
、特
色
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
本
年
も
前
橋
育
英
高
校
と

の
連
携
・
接
続
を
さ
ら
に
深
め
、ま
た
育

英
大
学
と
も
協
力
し
な
が
ら
、群
馬
育
英

学
園
の
発
展
の
た
め
に
学
科
教
員
一
同

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
皆
様
方
の
ご
支
援
、ご

指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ぐ ん ま 育 英 第56号（5）平成31年（2019年）1月25日発行

教
育
学
部
長
に
就
任
し
て 学生数

保育学科 476人

192人

大学教育学部

短期大学

59人

現代コミュニ
ケーション学科

育
英
大
学

育
英
短
期
大
学
だ
よ
り

育
英
大
学
教
育
学
部

新
井 

保
幸

学
部
長

保育学科長

松本　尚泉水清志

現代コミュニ

ケーション学科長



教
育
学
部
専
攻
だ
よ
り

ぐ ん ま 育 英 平成31年（2019年）1月25日発行（6）第56号

　

第
29
回
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、

10
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）に
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ

ん
ま
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」と
は
、

大
会
名
の
通
り
群
馬
県
内
の
私
立
大
学
が
集
結

し
、種
目
ご
と
に
競
い
合
う
大
会
で
、群
馬
県
地

域
の
交
流
や
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
本
学
か
ら
は
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、女

子
硬
式
テ
ニ
ス
、女
子
フ
ッ
ト
サ
ル
の
５
つ
の

競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。
10
月
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
の
暑
さ
の
中
、参
加
し
た
学
生
は
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
清
々
し
く
、気
持
ち
の

良
い
汗
を
流
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
は
、女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優

勝
！
、女
子
硬
式
テ
ニ
ス
３
位
、女
子
フ
ッ
ト
サ

ル
３
位
な
ど
参
加
し
た
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
に

健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
た
大
学
と
短
大
の
学
生
は
、

他
大
学
の
参
加
学
生
と
の
交
流
を
図
り
、学
内

と
は
ま
た
違
っ
た
緊
張
感
や
楽
し
さ
を
味
わ
え

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
29
回
群
馬
県
私
立
大
学

 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加

〜
他
大
学
の
参
加
学
生

 

と
の
交
流
〜

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
育
英
大
学
が
開

学
し
、児
童
教
育
専
攻
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
児
童
教
育
専
攻
は
、主
に
小
学

校
・
幼
稚
園
の
教
員
を
目
指
す
学
校
教
育

コ
ー
ス
と
幼
稚
園
・
保
育
園
の
教
員
を
目

指
す
幼
児
教
育
コ
ー
ス
の
２
つ
の
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
児
童
教
育
専
攻
で
は
、

現
在
９
名
の
教
員
で
、少
人
数
の
学
生
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、

手
厚
く
、き
め
細
か
な
指
導
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
新
入
学
生
は
、１
期
生

で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
意
欲
を
も
っ
て

大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

育
英
短
期
大
学
か
ら
も
多
大
な
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、互
い
に
伸
び
て
い

こ
う
と
い
う
高
い
志
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
本
学
の
特
徴
で
も

あ
る
実
習
の
重
視
の
一
環
と
し
て
、す
で

に
近
隣
の
小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
で
の

学
校
体
験
、学
習
支
援
、放
課
後
指
導
の

援
助
な
ど
に
多
く
の
学
生
が
参
加
し
、将

来
教
員
に
な
る
た
め
の
基
礎
経
験
を
積

み
な
が
ら
、そ
の
素
地
を
着
実
に
形
成
し

て
い
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
気
持
ち
を
新
た
に
し

て
、２
期
生
の
学
生
の
入
学
を
心
待
ち
に

し
な
が
ら
、次
年
度
も
育
英
大
学
に
と
っ

て
前
進
の
年
に
な
る
よ
う
に
期
待
を
し

て
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、育
英

大
学
教
育
学
部
は
平
成
三
十
年
四
月
に

一
期
生
を
迎
え
て
無
事
開
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
に
お
け
る
人
材

養
成
の
目
的
は
、中
学
校
お
よ
び
高
等
学

校
の
保
健
体
育
の
教
員
免
許
が
取
得
で

き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

第
一
に
学
校
教
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
活
躍
で
き
る
体
育
教
員
を
、第
二
に

は
専
門
種
目
の
十
分
な
指
導
力
を
備
え

て
部
活
動
を
指
導
で
き
る
体
育
教
員
を

養
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

第
三
と
し
て
、教
員
免
許
の
取
得
に
加

え
て
、ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
指
導
資
格
を
取
得
し
て
、子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
を
対
象
と
し
た
地
域

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
を
、そ
し
て
第
四

と
し
て
、四
年
間
の
大
学
教
育
を
通
し

て
身
に
つ
け
た
教
養
と
体
力
・
運
動
能

力
を
生
か
し
て
警
察
官
、消
防
士
な
ど

の
地
方
公
務
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
人

材
を
養
成
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
の
目
的
達
成
の
た
め
に
専
攻
教

員
一
同
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
指
導
の
ほ
ど
、よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

児童教育専攻長

西谷　泉朝岡正雄

スポーツ

教育専攻長



本
学
の
学
生
が
本
年
度
に
活
躍
し
た
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
陸
上
競
技
部

　

○
堀
口 
賢
志（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

　
　

平
成
30
年
度
群
馬
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
６
／
30
）

 

男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
：
３
位

　

○
青
木 

花
純（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

　
　

第
91
回
関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
８
／
25
）

 

女
子
棒
高
跳
：
７
位

　
　

平
成
30
年
度
関
東
学
生
新
人
陸
上
選
手
権
大
会（
９
／
14
）

 

女
子
棒
高
跳
：
８
位

②
レ
ス
リ
ン
グ
部

　

○
宮
原 

初
花（
大
学
：
児
童
教
育
：
１
年
）

　
　

東
日
本
学
生
選
手
権（
６
／
28
）

 

女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
53
ｋ
ｇ
級
：
３
位

　

○
富
塚　

拓
也（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
）

　
　

全
日
本
社
会
人
選
手
権
大
会（
７
／
７
・
８
）

 

男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
72
ｋ
ｇ
級
：
３
位

　
　

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体（
10
／
２
）

 

成
年
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
72
ｋ
ｇ
級
：
５
位

　
　

全
日
本
選
手
権
大
会（
12
／
21
）

 

男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
72
ｋ
ｇ
級
：
準
優
勝

③
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
大
学
・
短
大
）

　
　

平
成
30
年
度
天
皇
杯
・
皇
后
杯
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　

群
馬
県
ラ
ウ
ン
ド（
７
／
８
） 

優
勝

④
ア
ス
リ
ー
ト
部

　

◯
細
谷 

明
日
香（
大
学
：
児
童
教
育
：
１
年
）

　
　

第
51
回
東
日
本
学
生
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会（
５
／
27
）

 

Ｃ
ク
ラ
ス
女
子
：
優
勝

　
　

第
１
回
群
馬
県
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会（
７
／
８
）

 

Ａ
ク
ラ
ス
女
子
：
準
優
勝

　
　

第
10
回
群
馬
県
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会（
７
／
８
）

 

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
Ａ
ク
ラ
ス
女
子
：
優
勝

ぐ ん ま 育 英 第56号（7）平成31年（2019年）1月25日発行

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

平成29年度 後期 奨学金授与式（平成30年5月21日）

平成30年度 前期 奨学金授与式（平成30年11月1日）

平成29年度後期・平成30年度前期の成績優秀者奨学金授与式平成29年度後期・平成30年度前期の成績優秀者奨学金授与式
　

平
成
29
年
度
後
期
の
成
績
優
秀
者
及
び
平
成
30
年
度

前
期
の
成
績
優
秀
者
に
奨
学
金
授
与
式
が
５
月
21
日

（
月
）と
11
月
１
日（
木
）に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
奨
学

金
は
半
期
授
業
料
の
半
額
相
当
で
す
。

　

成
績
優
秀
奨
学
生
は
、以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
29
年
度  

後
期

成
績
優
秀
奨
学
生

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

齋
藤　

絢
音
・
拝
形　

夕
夏
・
星　
　

風
花

 

藤
井
も
も
か
・
横
山　

紗
彩

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

掛
川
ほ
の
か
・
丸
山　

優
香

■
平
成
30
年
度  

前
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

児
童
教
育
専
攻

１
年 

中
村　
　

澪

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

１
年 

上
原　

優
希

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

河
合
杏
咲
美
・
宮
下　

玲
音

 

桒
原　

瑠
花
・
坂
井　

麻
由

 

小
島　

結
衣

２
年 

齋
藤　

絢
音
・
塚
越　

真
海

 

和
佐
田
真
林
・
亀
山
ひ
か
り

 

竹
内　

瑞
貴

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

加
藤
真
希
里
・
廣
井　

梨
花

２
年 

阿
部　

幸
音
・
石
島　

綾
乃
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第
１
回
公
開
講
座

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
育
英
大
学
が

設
立
さ
れ
、短
期
大
学
と
大
学
が
合
同

で
行
う
初
め
て
の
桔
梗
祭
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
Ｓ
ｔ
ａ

ｒ
ｔ　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」。
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
、従
来
と
は
異
な
る
こ
と
に

挑
戦
を
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま

し
た
。

　

桔
梗
祭
一
日
目
は
、ス
テ
ー
ジ
で
は

ク
ラ
ブ
・
有
志
の
発
表
や
メ
イ
ン
企
画

の
食
べ
物
当
て
ゲ
ー
ム
や
仲
良
し
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、ま
た
今
年
か
ら

新
た
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
大
会
が
開

催
さ
れ
、衣
装
の
ポ
イ
ン
ト
や
特
技
な

ど
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
を
行
い
、来
場
者

の
方
や
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
投
票
し

て
い
た
だ
き
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
参
加

学
生
全
員
が
風
船
を
持
ち
、一
斉
に
風

船
を
手
放
し
、た
く
さ
ん
の
風
船
が
青

空
い
っ
ぱ
い
に
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

青
空
に
小
さ
く
な
っ
て
い
く
色
と
り

ど
り
の
風
船
を
し
ば
ら
く
感
動
し
て

見
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
前

日
に
引
き
続
き
、学
生
を
中
心
と
し
た

発
表
や
学
生
会
企
画
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
は「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｐ

ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
後
夜

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
公

募
を
行
い
、ク
ラ
ブ
や
友
達
同
士
で
こ

の
日
の
た
め
に
精
一
杯
準
備
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
幹
部
企
画
の
抽
選
会

で
は
、豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

二
日
間
を
通
し
模
擬
店
や
展
示
、催

し
物
も
沢
山
の
来
場
者
の
方
々
や
学

生
で
盛
り
上
が
り
、沢
山
の
笑
顔
で
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、桔
梗

祭
に
向
け
て
大
学
祭
実
行
委
員
を
中

心
に
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
桔
梗

祭
を
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
仲
間

た
ち
や
、頼
り
に
な
る
先
生
方
・
学
生

支
援
課
の
皆
さ
ん
が
い
た
こ
と
は
私

に
と
っ
て
支
え
と
な
り
大
き
な
問
題

が
出
る
こ
と
も
な
く
無
事
開
催
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
場
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、学
生
の
皆
さ

ん
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

桔
梗
祭
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
沢

山
の
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

つ
い
て
情
報
提
供
し
、そ
の
後
、実
際

に
マ
ッ
ト
運
動
の
指
導
に
つ
い
て
実

技
指
導
や
議
論
を
行
っ
た
。

■
第
２
回 

２
０
１
９
年
１
月
12
日

（
土
）10
時
〜
12
時

演
題 

「
歌
と
影
絵
で
表
現
す
る
童

謡
１
０
０
周
年
〜
カ
ナ
リ
ヤ

は
う
た
を
わ
す
れ
な
い
〜
」

講
師 

内
田
基
美（
育
英
短
期
大
学

保
育
学
科 

教
授
）

 

渡
辺
一
洋（
育
英
短
期
大
学

保
育
学
科 

准
教
授
）

会
場 

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学 

桔
梗
ホ
ー
ル

対
象 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

■
第
３
回 

２
０
１
９
年
１
月
12
日

（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

演
題 

「
日
常
生
活
で
の
お
も
て
な

し
の
す
す
め
」

講
師 

佐
藤
由
利（
育
英
短
期
大
学

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科 

非
常
勤
講
師
、元
Ｊ
Ａ

Ｌ
サ
ー
ビ
ス
訓
練
教
官
）

会
場 

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学 

１
１
４
教
室

対
象 

一
般

■
第
４
回 

２
０
１
９
年
１
月
12
日

（
土
）10
時
〜
11
時

演
題 

「
マ
ッ
ト
運
動
が
上
手
く
な

る
!!
」

講
師 

正
保
佳
史（
育
英
大
学
教
育

学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻 

講
師
）

会
場 

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学 

武
道
場

対
象 

幼
児
〜
小
学
生

　

本
学
で
は
、地
域
連
携
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
公
開
講
座
を
実
施
し

て
お
り
、地
域
の
皆
様
の
生
涯
学
習

の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
30
年
度
は
、次
の
講
座
を
実

施
し
た
。

■
第
１
回 

２
０
１
８
年
11
月
24
日

（
土
）10
時
〜
12
時

演
題 

「
小
学
校
教
師
や
中
高
保
健

体
育
教
師
の
た
め
の
楽
し
い

ス
ポ
ー
ツ
運
動
会
」

講
師 

和
田
博
史（
育
英
大
学
教
育

学
部
児
童
教
育
専
攻 

講
師
）

会
場 

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学 

体
育
館

対
象 

保
健
体
育
関
係
の
教
師
や

コ
ー
チ

　

今
回
参
加
さ
れ
た
方
は
、幼
児
活

動
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
会
社
員
で

あ
っ
た
。
講
座
で
は
、自
己
の
理
想

と
す
る
教
師
像
の
深
化
と
そ
れ
に
応

じ
た
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
、

次
に
良
い
体
育
授
業
や
英
語
圏
の
教

育
学
の
動
向
、教
師
教
育
の
動
向
に

桔
梗
祭
を
終
え
て

桔
梗
祭
実
行
委
員
長　
　
　

岡
田 

マ
リ
ア 

愛
子



　

三
年
連
続
４
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

前
評
判
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
チ
ー

ム
は
、試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
力
を
つ

け
、そ
し
て
、甲
子
園
の
大
観
衆
の
前
で

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

今
チ
ー
ム
は
悔
し
い
思
い
を
強
く
し

て
い
た
。
昨
秋
県
８
強
、今
春
は
準
決

勝
で
健
大
高
崎
に
完
敗
。
夏
の
群
馬
大

会
に
入
っ
て
も
攻
め
き
れ
な
い
場
面
が

目
立
っ
た
。
し
か
し
、厳
し
い
状
況
を

乗
り
越
え
、チ
ー
ム
に
ま
と
ま
り
が
生

ま
れ
た
。
決
勝
の
健
大
高
崎
戦
で
は
、

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
八
回
に
追
い
つ
き
、

九
回
に
２
本
の
適
時
打
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
。
ま
さ
に
激
勝
で
あ
っ
た
。〝
最
強

打
線
〞
を
ほ
こ
る
相
手
に
、投
手
を
中

心
に
〝
攻
め
る
守
備
〞
を
貫
き
、チ
ー

ム
力
で
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
臨
ん
だ
選
手
権
記
念
大
会
。

初
戦
は
近
大
付
の
注
目
左
腕
と
の
投
手

戦
を
２
対
０
で
制
し
、今
大
会
完
封
一

番
乗
り
。
息
の
合
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を

中
心
に
ピ
ン
チ
の
場
面
に
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、少
な
い
好
機
で
適
時
打
を

放
っ
て
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
２

回
戦
の
近
江
戦
は
、四
回
か
ら
救
援
し

た
相
手
左
腕
の
変
化
球
に
苦
戦
。
三
回

以
降
得
点
を
奪
え
ず
、ま
た
、毎
回
走
者

を
背
負
う
苦
し
い
展
開
に
な
っ
た
。
３

対
３
で
迎
え
た
九
回
、持
ち
前
の
粘
り

も
及
ば
ず
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
し
た
。
た
だ
、

随
所
に
前
橋
育
英
ら
し
い
プ
レ
ー
で
目

の
肥
え
た
観
衆
を
う
な
ら
せ
た
。
中
で

も
八
回
の
バ
ン
ト
処
理
は
、今
チ
ー
ム

の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
夏
に
ベ
ン
チ
入
り
し
た
六
人
の

下
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、ス
タ
ン
ド
で
声

を
か
ら
し
精
一
杯
の
応
援
を
し
た
一
・

二
年
生
が
、必
ず
や
こ
の
貴
重
な
経
験

を
次
に
繋
げ
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
更
な
る
前
進
の
た
め
、今
後
も
真

摯
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出
場

に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る

ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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郷
土
の
民
話
に
は
、大
人
か
ら
子
ど
も

へ
伝
承
し
て
い
き
た
い
郷
土
愛
や
歴
史
が

あ
り
、保
育
の
中
の
読
み
聞
か
せ
や
小
学

校
の
調
べ
学
習
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い

る
。

　
「
今
年
度
、群
馬
県
吉
岡
町
に
伝
わ
る
民

話
を
紙
芝
居
に
す
る
企
画
が
あ
る
の
で
す

が
、絵
の
方
を
担
当
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
吉
岡
町
図
書
館
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
の
は
７
年
前
の
こ
と
だ
。
そ
れ
ま

で
、私
自
身
、紙
芝
居
の
絵
を
描
い
た
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、新
し
い
移
住
者
が
多
く
な

る
中
で
、町
の
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

た
い
と
い
う
熱
意
に
心
動
か
さ
れ
、こ
の
企

画
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
が
担
当
し
た
の
は「
鬼
の
又
三
郎
」と

い
う
民
話
だ
。
そ
の
概
要
は
こ
う
だ
。 

「
昔
、吉
岡
町
に
又
三
郎
と
い
う
力
持
ち
の

大
男
が
い
た
。
多
く
の
怪
力
伝
説
を
残
し

て
い
た
が
、あ
る
時
、村
の
相
撲
大
会
で
男

衆
の
一
人
を
投
げ
飛
ば
し
、大
怪
我
を
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
申
し
訳
な

く
思
っ
た
又
三
郎
は
、そ
の
男
の
代
わ
り

に
男
の
年
老
い
た
母
親
を
手
伝
っ
て
畑
を

耕
し
、毎
年
豊
作
に
し
た
。
そ
の
伝
え
か

ら
、吉
岡
辺
り
で
は
作
物
が
よ
く
穫
れ
る

畑
の
こ
と
を
、鬼
又
の
畑
の
よ
う
だ
と
言

う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
」

　

民
話
を
ま
と
め
た
地
元
の
詩
人
・
大
塚

史
朗
氏
、図
書
館
関
係
者
と
と
も
に
、紙
芝

居
の
取
材
の
た
め
に
、民
話
の
中
に
出
て

く
る
吉
岡
町
内
の
橋
や
川
、史
跡
な
ど
を

巡
っ
た
。
船
尾
滝
、森
田
家
本
陣
、ふ
る
里

（
お
っ
き
り
こ
み
の
店
）な
ど
に
も
訪
れ
た
。

物
語
の
情
景
や
又
三
郎
の
人
物
像
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
、１
０
０
枚
以
上
の
下
絵
を

描
き
、そ
れ
を
も
と
に
打
ち
合
せ
を
重
ね
、

さ
ら
に
絵
を
仕
上
げ
て
い
っ
た
。
最
終
的

に
19
枚
の
紙
芝
居
に
な
っ
た
。
完
成
し
た

紙
芝
居
は
、現
在
、吉
岡
町
の
小
学
校
な
ど

で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

激
動
の
平
成
と
い
う
時
代
が
幕
を
閉
じ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
先
の
新
し
い
時

代
の
教
育
の
中
で
も
、郷
土
の
民
話
、紙
芝

居
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
の
感
性
が
豊

か
に
育
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

保
育
学
科
　
　
　
　
　
　

准
教
授
　
渡
辺 

一
洋

育
短
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

育
短
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

未
来
へ
つ
な
ぐ
紙
芝
居

未
来
へ
つ
な
ぐ
紙
芝
居

　

本
研
究
所
で
は
、幼
児
教
育
・
保
育
に
携
わ
る
方
々
を
対
象
に
し
た「
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
」を
実
施
し
て

お
り
、少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、当
日
は
講
演
の
ほ
か
に
所
員
に
よ
る

個
別
相
談
も
実
施
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、次
の
講
座
を
実
施
し
た
。

■
７
月
７
日（
土
）17
時
30
分
〜
19
時

演
題 

「
保
育
の
悩
み
」ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
を

使
っ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

〜
保
護
者
・
幼
児
・
同
僚
と
の
関
係
つ

く
り  

ど
う
し
た
ら
い
い
の
〜

講
師 

学
校
法
人 

飯
塚
学
園 

清
風
幼
稚
園 

主
任  

鈴
木
優
子
先
生

■
12
月
７
日（
金
）18
時
〜
19
時
30
分

演
題 

「
組
織
の
中
で
自
分
ら
し
く
働
き
続
け

る
た
め
に
」

講
師 

高
崎
健
康
福
祉
大
学
教
職
支
援
セ
ン

タ
ー
長  

高
梨
珪
子
先
生

短
期
大
学
幼
児
教
育
研
究
所

リ
カ
レ
ン
ト
講
座



　

三
年
連
続
４
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

前
評
判
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
チ
ー

ム
は
、試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
力
を
つ

け
、そ
し
て
、甲
子
園
の
大
観
衆
の
前
で

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

今
チ
ー
ム
は
悔
し
い
思
い
を
強
く
し

て
い
た
。
昨
秋
県
８
強
、今
春
は
準
決

勝
で
健
大
高
崎
に
完
敗
。
夏
の
群
馬
大

会
に
入
っ
て
も
攻
め
き
れ
な
い
場
面
が

目
立
っ
た
。
し
か
し
、厳
し
い
状
況
を

乗
り
越
え
、チ
ー
ム
に
ま
と
ま
り
が
生

ま
れ
た
。
決
勝
の
健
大
高
崎
戦
で
は
、

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
八
回
に
追
い
つ
き
、

九
回
に
２
本
の
適
時
打
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
。
ま
さ
に
激
勝
で
あ
っ
た
。〝
最
強

打
線
〞
を
ほ
こ
る
相
手
に
、投
手
を
中

心
に
〝
攻
め
る
守
備
〞
を
貫
き
、チ
ー

ム
力
で
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
臨
ん
だ
選
手
権
記
念
大
会
。

初
戦
は
近
大
付
の
注
目
左
腕
と
の
投
手

戦
を
２
対
０
で
制
し
、今
大
会
完
封
一

番
乗
り
。
息
の
合
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を

中
心
に
ピ
ン
チ
の
場
面
に
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、少
な
い
好
機
で
適
時
打
を

放
っ
て
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
２

回
戦
の
近
江
戦
は
、四
回
か
ら
救
援
し

た
相
手
左
腕
の
変
化
球
に
苦
戦
。
三
回

以
降
得
点
を
奪
え
ず
、ま
た
、毎
回
走
者

を
背
負
う
苦
し
い
展
開
に
な
っ
た
。
３

対
３
で
迎
え
た
九
回
、持
ち
前
の
粘
り

も
及
ば
ず
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
し
た
。
た
だ
、

随
所
に
前
橋
育
英
ら
し
い
プ
レ
ー
で
目

の
肥
え
た
観
衆
を
う
な
ら
せ
た
。
中
で

も
八
回
の
バ
ン
ト
処
理
は
、今
チ
ー
ム

の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
夏
に
ベ
ン
チ
入
り
し
た
六
人
の

下
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、ス
タ
ン
ド
で
声

を
か
ら
し
精
一
杯
の
応
援
を
し
た
一
・

二
年
生
が
、必
ず
や
こ
の
貴
重
な
経
験

を
次
に
繋
げ
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
更
な
る
前
進
の
た
め
、今
後
も
真

摯
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出
場

に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る

ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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後
援
会
だ
よ
り

平
成
30
年
度
定
期
総
会

に
、育
英
大
学
開
設
に
伴
う
会
則

の
改
正
、事
業
計
画
案
、予
算
案
が

審
議
さ
れ
、会
則
の
一
部
修
正
が

あ
り
、そ
の
他
は
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、事
業
費
に
つ
い
は
、大
学

の
指
定
強
化
ク
ラ
ブ（
陸
上
部
、レ

ス
リ
ン
グ
部
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）

に
対
し
て
支
援
を
厚
く
す
る
こ
と

と
し
た
。
そ
の
後
、大
学
か
ら
卒

業
生
の
進
路
の
状
況
、入
学
者
の

状
況
、ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、後
援
会

と
し
て
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

平
成
30
年
度
定
期
総
会
が
７
月

29
日（
日
）午
後
４
時
か
ら
ホ
テ
ル

ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、平
成
29
年
度

事
業
報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査

報
告
が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。
続
い

て
、平
成
30
年
度
新
役
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、新
た
に
飛
翔
会
副
会

長
で
あ
る
５
名
が
加
わ
っ
た
。
次

　

10
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
）に
開

催
さ
れ
た
桔
梗
祭
に
お
い
て
、会
員

の
方
々
の
協
力
を
得
、今
年
も
同
窓

会
ブ
ー
ス
に
て
模
擬
店
出
店
を
行
い

ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、多
く

の
お
客
様
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
賑
や

か
に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
で

は
、新
設
の
育
英
大
学
を
含
め
た
育

英
大
学
・
育
英
短
期
大
学
桔
梗
会
と

し
て
一
体
運
営
、ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
同

窓
会
活
動
の
更
な
る
活
性
化
に
向
け

た
協
議
が
行
わ
れ
、同
窓
会
活
動
の

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
に
お
い
て
は
、

卒
業
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
経
費
補

助
、卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈
、桔
梗

祭
・
カ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
パ
ス
デ
イ
特

別
補
助
、求
職
登
録
の
サ
ポ
ー
ト
等

の
事
業
が
承
認
さ
れ
、同
窓
会
と
し

て
在
校
生
、卒
業
生
へ
の
支
援
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、更
に
関
係
各
団
体
と
も
連

携
を
強
化
し
、育
英
大
学
・
育
英
短
期

大
学
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

桔
梗
会
だ
よ
り

【
定
期
総
会
】

　

平
成
30
年
度
定
期
総
会
が
５
月
19

日（
土
）午
後
３
時
か
ら
本
学
の
１
２

５
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、平
成
29
年
度
事

業
報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報
告

が
あ
り
了
承
さ
れ
た
。
続
い
て
、平

成
30
年
度
新
役
員
の
選
出
が
さ
れ
、

新
旧
役
員
の
交
代
が
行
わ
れ
た
。
次

に
、育
英
大
学
開
設
に
伴
う
会
則
の

改
正
、事
業
計
画
案
、予
算
案
が
審
議

さ
れ
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、総
会
を
も
っ
て
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
る
各
副
会
長（
支

部
長
）、監
査
計
７
名
に
学
長
よ
り
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

【
支
部
会
】

　

第
１
回
支
部
会
が
、７
月
14
日

（
土
）に
東
毛
・
北
毛
支
部
、７
月
21
日

（
土
）に
中
毛
・
西
毛
・
県
外
支
部
が
各

地
域
で
開
催
さ
れ
た
。
各
支
部
会
で

は
、定
期
総
会
報
告
、ク
ラ
ブ
活
動
、

各
学
科
の
取
組
、取
得
可
能
な
免
許
・

資
格
、実
習
や
進
路
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
保
護
者

か
ら
は
様
々
な
質
問
が
あ
り
、大
学

と
の
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

大
学
支
部
会
は
１
月
26
日（
土
）に
、

第
２
回
の
短
大
支
部
会
は
合
同
で
２

月
２
日（
土
）に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
桔
梗
祭「
青
空
市
場
」】

　

10
月
27
日（
土
）の
桔
梗
祭
１
日
目

に
、恒
例
と
な
っ
て
い
る「
青
空
市

場
」を
出
店
し
た
。

　
「
青
空
市
場
」で
は
、新
鮮
野
菜
や

果
物
、お
菓
子
す
く
い
、焼
き
ま
ん

じ
ゅ
う
、飲
料
が
格
安
で
販
売
さ
れ
、

盛
況
の
内
に
終
了
し
た
。
実
行
委
員

の
方
々
に
は
多
数
の
参
加
を
い
た
だ

き
、桔
梗
祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。「
青
空
市
場
」の
収
益
金
１

０
６
，０
５
５
円
は
、学
生
図
書
と
し

て「
紙
芝
居
」、「
世
界
の
教
科
書
」、

「
英
語
で
読
む
世
界
の
文
学
全
集
」を

本
学
図
書
館
に
寄
贈
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

飛翔会
だより

平
成
30
年
度
定
期
総
会

 

支
部
会
の
開
催

定期総会 議事説明

青空市場



　

三
年
連
続
４
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

前
評
判
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
チ
ー

ム
は
、試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
力
を
つ

け
、そ
し
て
、甲
子
園
の
大
観
衆
の
前
で

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

今
チ
ー
ム
は
悔
し
い
思
い
を
強
く
し

て
い
た
。
昨
秋
県
８
強
、今
春
は
準
決

勝
で
健
大
高
崎
に
完
敗
。
夏
の
群
馬
大

会
に
入
っ
て
も
攻
め
き
れ
な
い
場
面
が

目
立
っ
た
。
し
か
し
、厳
し
い
状
況
を

乗
り
越
え
、チ
ー
ム
に
ま
と
ま
り
が
生

ま
れ
た
。
決
勝
の
健
大
高
崎
戦
で
は
、

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
八
回
に
追
い
つ
き
、

九
回
に
２
本
の
適
時
打
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
。
ま
さ
に
激
勝
で
あ
っ
た
。〝
最
強

打
線
〞
を
ほ
こ
る
相
手
に
、投
手
を
中

心
に
〝
攻
め
る
守
備
〞
を
貫
き
、チ
ー

ム
力
で
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
臨
ん
だ
選
手
権
記
念
大
会
。

初
戦
は
近
大
付
の
注
目
左
腕
と
の
投
手

戦
を
２
対
０
で
制
し
、今
大
会
完
封
一

番
乗
り
。
息
の
合
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を

中
心
に
ピ
ン
チ
の
場
面
に
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、少
な
い
好
機
で
適
時
打
を

放
っ
て
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
２

回
戦
の
近
江
戦
は
、四
回
か
ら
救
援
し

た
相
手
左
腕
の
変
化
球
に
苦
戦
。
三
回

以
降
得
点
を
奪
え
ず
、ま
た
、毎
回
走
者

を
背
負
う
苦
し
い
展
開
に
な
っ
た
。
３

対
３
で
迎
え
た
九
回
、持
ち
前
の
粘
り

も
及
ば
ず
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
し
た
。
た
だ
、

随
所
に
前
橋
育
英
ら
し
い
プ
レ
ー
で
目

の
肥
え
た
観
衆
を
う
な
ら
せ
た
。
中
で

も
八
回
の
バ
ン
ト
処
理
は
、今
チ
ー
ム

の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
夏
に
ベ
ン
チ
入
り
し
た
六
人
の

下
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、ス
タ
ン
ド
で
声

を
か
ら
し
精
一
杯
の
応
援
を
し
た
一
・

二
年
生
が
、必
ず
や
こ
の
貴
重
な
経
験

を
次
に
繋
げ
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
更
な
る
前
進
の
た
め
、今
後
も
真

摯
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出
場

に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る

ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
春
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
伸
ば
す
た
め

「
ひ
と
り
に
な
れ
る 

ひ
と
つ
に
な
れ
る
」

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。「
ひ
と

り
に
な
れ
る
」は
自
分
で
考
え
、自
分
で

判
断
し
て
行
動
で
き
る
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
す
。「
自
律
」「
自
立
」で
す
。

ど
ち
ら
も
と
て
も
大
切
で
す
。「
計
画

を
立
て
て
も
実
行
で
き
な
い
」「
つ
い
楽

な
方
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
」「
人
が
ど
う

思
う
か
を
気
に
し
て
自
分
の
考
え
が
言

え
な
い
」な
ど
で
す
。「
じ
り
つ
」す
る
た

め
に
は
、自
分
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り

自
覚
し
、確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

人
間
は
、何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
。

そ
れ
は
自
分
の
夢
や
志
を
実
現
す
る
た

め
で
あ
り
、自
分
の
力
で
生
き
て
い
く

た
め
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
大
人
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
よ
く
考
え
、自
分
で
決
め
て
自

分
の
力
で
実
行
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、

「
ひ
と
り
に
な
れ
る
」で
す
。

　
「
ひ
と
つ
に
な
れ
る
」は
、仲
間
の
な
か

で
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、力
を
合
わ
せ

て
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
。

つ
ま
り「
人
と
共
に
生
き
る
・
人
と
力
を

合
わ
せ
働
く
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
ひ

と
つ
に
な
る
」た
め
に
は
、人
の
よ
さ
や

が
ん
ば
り
を
認
め
あ
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
誰
か
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
応
援
し
た
り
、自
分
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
り
、一

緒
に
活
動
し
よ
う
と
行
動
し
た
り
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
を
尊
敬
す
る
気
持
ち
や
他
の
人

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
、自
分
の
周
り

に
い
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

な
け
れ
ば
、ひ
と
つ
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

学
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
、部
活

動
、ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
の
た
め
、自
分
の

力
や
持
ち
味
を
生
か
そ
う
と
す
る
こ
と
、

そ
れ
が「
ひ
と
つ
に
な
れ
る
」で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
様
々
な
場
面
で
自
分

を
伸
ば
す
よ
う
に
が
ん
ば
る
こ
と
、人

と
人
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、

実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
、第
96
回
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
・
初
優
勝
で
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
山
田
監
督
就
任
36

年
目
の
悲
願
の
日
本
一
で
し
た
。
そ
し

て
、４
月
に
は
、学
園
創
立
か
ら
の
悲
願

で
も
あ
っ
た
、四
年
制
の
育
英
大
学
が

開
学
し
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
少
子

化
時
代
に
当
た
り
、あ
ら
た
め
て
大
学
・

短
大
・
高
校
の
よ
り
一
層
の
連
携
と
発

展
を
目
指
し
、取
り
組
む
べ
き
多
く
の

課
題
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
男

子
バ
ス
ケ
と
男
女
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
大

会
で
は
、多
く
の
方
々
の
応
援
と
支
援

を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
も
本
校
ス
ポ
ー
ツ
の
活

躍
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
大
学
受
験

本
番
を
迎
え
る
本
校
生
徒
た
ち
に
は
、

体
調
に
気
を
つ
け
て
、ひ
と
り
で
も
多

く
の
志
望
大
学
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
も

ら
い
た
い
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
五
月
一
日
よ
り
新
元
号
の

も
と
新
時
代
を
迎
え
ま
す
。
本
校
に

お
い
て
も
気
持
ち
を
新
た
に
全
力
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
春
の
御
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、平
成
最
後
の
年
を
迎
え
、時
代
の

節
目
を
感
じ
ま
す
が
、高
校
の
現
場
で

も
15
歳
人
口
の
急
激
な
減
少
に
よ
る
募

集
等
の
影
響
が
本
格
化
し
、新
た
な
戦

略
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
実
績
で
は
全
国
で
も
屈
指
の

有
名
校
に
な
っ
た
い
ま
、こ
れ
か
ら
は

公
立
志
向
の
強
い
群
馬
県
に
あ
っ
て
は

や
は
り
進
学
実
績
の
向
上
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
い

ま
す
。
現
在
も
先
生
方
の
努
力
に
よ
り

県
内
私
学
の
中
で
も
か
な
り
の
実
績
を

上
げ
て
お
り
ま
す
が
、ハ
ー
ド
面
も
含

め
て
よ
り
進
学
面
で
の
教
育
環
境
を
整

え
て
い
く
必
要
性
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、「
進
路
実
績
と
取
り
組
み
」

で
進
路
指
導
部
主
任
の
渡
辺
も
ふ
れ
て

お
り
ま
す
が
、ま
も
な
く
大
学
の
新
制

度
入
試
が
始
ま
り
、新
学
習
指
導
要
領

の
実
施
も
控
え
て
い
ま
す
。
現
在
、教

務
部
・
進
路
指
導
部
が
中
心
と
な
り
そ

れ
ら
へ
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
事
を
契
機
に
高
校
だ
け
で
な
く
、

本
部
・
短
大
・
大
学
と
連
携
し
、学
園
全

体
で
新
た
な
高
校
の
方
向
性
を
考
え
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
自

身
、よ
り
良
き
学
校
作
り
、地
域
か
ら
よ

り
愛
さ
れ
、中
学
生
・
保
護
者
か
ら
選
ば

れ
る
学
校
を
目
指
し
、今
年
も
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
３
月
に
本
校
の
第
54

期
生
が
卒
業
式
を
迎
え
ま
す
が
、今

年
度
の
卒
業
生
は
、非
常
に
貴
重
な

体
験
を
し
た
生
徒
達
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

入
学
以
来
、毎
年
欠
か
さ
ず
母
校

が「
夏
の
甲
子
園
」「
冬
の
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
」と
い
う
高
校
ス
ポ
ー
ツ
界

で
最
も
注
目
さ
れ
る
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
し
、更
に
２
年
次
の
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
で
は
初
の
全
国
制
覇
も

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し

て
く
れ
た
選
手
達
、指
導
を
さ
れ
た

先
生
方
、選
手
を
支
え
て
頂
い
た
保

護
者
の
方
々
、応
援
し
て
頂
い
た
全

て
の
方
々
の
努
力
と
情
熱
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
私
は
本
校
の
同
窓
生

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、前
橋
育
英
で

青
春
時
代
の
３
年
間
を
過
ご
し
、た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
し
た
生
徒
達

を
本
当
に
う
ら
や
ま
し
く
、ま
た
誇

ら
し
く
思
い
ま
す
。
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校

山
田 

耕
介
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長
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こ
の
度
、全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
は
、た
く
さ

ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
達
が
、こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も

多
く
の
皆
様
方
の
お
か
げ
で
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
達
は
、一
回
戦
岡
山
県
代
表
で
あ

る
岡
山
作
陽
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

「
リ
ベ
ン
ジ
作
陽
」を
合
い
言
葉
に
闘

い
ま
し
た
。
前
半
、主
導
権
を
握
り
、

果
敢
に
ゴ
ー
ル
を
攻
め
続
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、後
半
二
〇
分
見
事
先
制
。
喜

ぶ
の
も
束
の
間
。
そ
の
後
一
分
、ま
さ

か
の
同
点
。
残
念
な
が
ら
Ｐ
Ｋ
戦
で
、

涙
を
呑
み
ま
し
た
。
選
手
、応
援
団
み

ん
な
が
一
つ
に
な
っ
て
本
校
の
た
め

に
、最
後
ま
で
諦
め
ず
に
闘
っ
て
く
れ

ま
し
た
。　

今
年
の
チ
ー
ム
は
、「
関

東
大
会
優
勝
」「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
三
位
」

と
い
う
輝
か
し
い
歴
史
を
作
っ
て
く

れ
た
三
年
生
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
最
高

の
三
年
生
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
悔
し
さ

を
一
日
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
今
年
一

年
、心
・
技
・
体
を
鍛
え
抜
い
て
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
更
に
新

し
い
歴
史
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
新

た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
女

子
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
温
か
い
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

監
督
　
大
手 

真
智
子

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

　

４
年
連
続
で
の
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
出
場
、昨
年
以
上
の
結
果
を
目
指
そ

う
と
チ
ー
ム
一
丸
で
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
一
回
戦
は
大
阪
代
表
の
近
大

付
属
高
校
で
下
馬
評
で
は
対
戦
相
手

が
有
利
と
さ
れ
て
ま
し
た
が
、結
果
的

に
は
圧
勝
で
の
勝
利
で
し
た
。
二
回

戦
は
岡
山
商
大
附
属
高
校
と
の
対
戦

で
前
半
は
２
点
リ
ー
ド
さ
れ
て
折
り

返
し
ま
し
た
。
後
半
は
今
年
の
チ
ー

ム
の
象
徴
で
あ
る
激
し
い
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
が
機
能
し
て
失
点
を
抑
え
て
勝

利
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

三
回
戦
は
ベ
ス
ト
８
進
出
を
懸
け

て
宮
城
明
成
高
校
と
の
対
戦
で
昨
年

度
の
優
勝
チ
ー
ム
で
、こ
の
四
年
間
で

三
度
目
の
顔
合
わ
せ
で
し
た
。
後
半

は
攻
守
を
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
し
た

が
、前
半
の
得
点
差
が
響
き
敗
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
非
常
に
ま
と
ま
り
の
あ
る

チ
ー
ム
で
あ
り
、３
年
生
が
率
先
し
て

チ
ー
ム
の
仕
事
を
し
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

　

今
回
の
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で
会

場
に
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
学
校
関

係
者
や
保
護
者
に
は
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
へ
の
応
援
を
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

監
督
　
加
賀
谷 

寿

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

 

２
０
１
８
出
場

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

 

２
０
１
８
出
場

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

５
年
連
続
22
回
目
の
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
、今
年
度
は

連
覇
に
向
け
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
大

会
で
し
た
。

　

黄
・
黒
の
縦
縞
を
背
負
う
と
い
う

こ
と
、黄
・
黒
の
縦
縞
に
袖
を
通
す
と

い
う
こ
と
は
、み
ん
な
の
想
い
を
背

負
う
こ
と
な
の
で
す
。
生
徒
達
は
全

力
で
戦
い
ま
し
た
。
前
橋
育
英
の
誇

り
を
胸
に
、勝
つ
た
め
に
練
習
を
積

み
重
ね
て
き
た
。
弱
い
自
分
に
勝
つ

た
め
に
、大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
む
た
め
に
、喜
び
の
た
め
に
、皆
の

笑
顔
の
た
め
に
、必
死
に
練
習
し
て

き
ま
し
た
。
部
員
一
丸
と
な
っ
て
前

育
の
サ
ッ
カ
ー
を
全
国
に
見
せ
つ
け

る
た
め
に…

。
し
か
し
結
果
は
ベ
ス

ト
16
で
敗
退
。
う
ま
く
い
か
な
い
の

が
サ
ッ
カ
ー
。
本
当
に
む
ず
か
し
い

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
の
決
勝
の
舞
台
は
、青

森
山
田
、流
経
柏
、前
橋
育
英
の
３
校

の
み
で
す
。
来
年
ま
た
こ
の
舞
台
に

も
ど
っ
て
く
る
た
め
に
、諦
め
る
こ

と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出

場
に
際
し
皆
様
よ
り
心
温
ま
る
ご
支

援
、心
奪
う
大
声
援
を
賜
り
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
三
年
生
の
み

ん
な
、最
後
ま
で
仲
間
の
た
め
、自
分

の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

三
年
連
続
４
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

前
評
判
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
チ
ー

ム
は
、試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
力
を
つ

け
、そ
し
て
、甲
子
園
の
大
観
衆
の
前
で

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

今
チ
ー
ム
は
悔
し
い
思
い
を
強
く
し

て
い
た
。
昨
秋
県
８
強
、今
春
は
準
決

勝
で
健
大
高
崎
に
完
敗
。
夏
の
群
馬
大

会
に
入
っ
て
も
攻
め
き
れ
な
い
場
面
が

目
立
っ
た
。
し
か
し
、厳
し
い
状
況
を

乗
り
越
え
、チ
ー
ム
に
ま
と
ま
り
が
生

ま
れ
た
。
決
勝
の
健
大
高
崎
戦
で
は
、

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
八
回
に
追
い
つ
き
、

九
回
に
２
本
の
適
時
打
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
。
ま
さ
に
激
勝
で
あ
っ
た
。〝
最
強

打
線
〞
を
ほ
こ
る
相
手
に
、投
手
を
中

硬
式
野
球
部

硬
式
野
球
部

第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校

 

野
球
選
手
権
記
念
大
会
出
場

第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校

 

野
球
選
手
権
記
念
大
会
出
場

部
長
　
中
沢 

洋
一

監
督
　
山
田 

耕
介

第
97
回
全
国
高
校

 
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

第
97
回
全
国
高
校

 
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

心
に
〝
攻
め
る
守
備
〞
を
貫
き
、チ
ー

ム
力
で
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
臨
ん
だ
選
手
権
記
念
大
会
。

初
戦
は
近
大
付
の
注
目
左
腕
と
の
投
手

戦
を
２
対
０
で
制
し
、今
大
会
完
封
一

番
乗
り
。
息
の
合
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を

中
心
に
ピ
ン
チ
の
場
面
に
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、少
な
い
好
機
で
適
時
打
を

放
っ
て
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
２

回
戦
の
近
江
戦
は
、四
回
か
ら
救
援
し

た
相
手
左
腕
の
変
化
球
に
苦
戦
。
三
回

以
降
得
点
を
奪
え
ず
、ま
た
、毎
回
走
者

を
背
負
う
苦
し
い
展
開
に
な
っ
た
。
３

対
３
で
迎
え
た
九
回
、持
ち
前
の
粘
り

も
及
ば
ず
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
し
た
。
た
だ
、

随
所
に
前
橋
育
英
ら
し
い
プ
レ
ー
で
目

の
肥
え
た
観
衆
を
う
な
ら
せ
た
。
中
で

も
八
回
の
バ
ン
ト
処
理
は
、今
チ
ー
ム

の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
夏
に
ベ
ン
チ
入
り
し
た
六
人
の

下
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、ス
タ
ン
ド
で
声

を
か
ら
し
精
一
杯
の
応
援
を
し
た
一
・

二
年
生
が
、必
ず
や
こ
の
貴
重
な
経
験

を
次
に
繋
げ
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
更
な
る
前
進
の
た
め
、今
後
も
真

摯
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出
場

に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る

ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



　

三
年
連
続
４
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

前
評
判
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
チ
ー

ム
は
、試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
力
を
つ

け
、そ
し
て
、甲
子
園
の
大
観
衆
の
前
で

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

今
チ
ー
ム
は
悔
し
い
思
い
を
強
く
し

て
い
た
。
昨
秋
県
８
強
、今
春
は
準
決

勝
で
健
大
高
崎
に
完
敗
。
夏
の
群
馬
大

会
に
入
っ
て
も
攻
め
き
れ
な
い
場
面
が

目
立
っ
た
。
し
か
し
、厳
し
い
状
況
を

乗
り
越
え
、チ
ー
ム
に
ま
と
ま
り
が
生

ま
れ
た
。
決
勝
の
健
大
高
崎
戦
で
は
、

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
八
回
に
追
い
つ
き
、

九
回
に
２
本
の
適
時
打
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
。
ま
さ
に
激
勝
で
あ
っ
た
。〝
最
強

打
線
〞
を
ほ
こ
る
相
手
に
、投
手
を
中
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合
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第53回

保
健
体
育
主
任
　
原
口 

秀
樹

　

平
成
三
十
年
度
第
五
十
三
回
群
馬

県
高
校
総
体
が
五
月
十
一
日
の
開
会

式
で
始
ま
っ
た
。
今
年
は
開
会
式
で

前
橋
育
英
は
プ
ラ
カ
ー
ド
係
を
担
当

し
た
。
昨
年
度
は
最
終
種
目
の
陸
上

競
技
を
前
に
し
て
前
橋
高
校
の
優
勝

が
決
定
し
て
い
て
非
常
に
悔
し
い
思

い
を
し
た
。
今
年
は
ま
ず
、行
進
の

優
秀
校
を
、男
子
総
合
優
勝
、女
子
上

位
入
賞
を
目
指
し
た
。
五
月
七
日
現

在
で
は
、二
位
に
差
を
つ
け
、一
位
で

あ
っ
た
。
開
会
式
で
は
ま
ず
、行
進

の
優
秀
校
を
勝
ち
取
り
幸
先
の
良
い

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
。
十
三
日
ま
で

の
大
半
の
種
目
を
終
了
し
て
、バ
ス

ケ
男
子
、サ
ッ
カ
ー
男
子
・
女
子
、柔

道
男
子
、競
泳
男
子
と
男
女
五
種
目

で
優
勝
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、昨

年
同
様
、陸
上
を
前
に
し
て
、前
高
、

前
商
が
優
勝
や
上
位
に
目
立
ち
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、二
十

日
の
夜
に
結
果
が
出
た
。
結
局
、三

点
差
で
今
年
も
優
勝
を
逃
し
た
。
こ

の
負
け
を
来
年
へ
つ
な
げ
る
。

　

Ｎ
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ｐ
．

心
に
〝
攻
め
る
守
備
〞
を
貫
き
、チ
ー

ム
力
で
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
臨
ん
だ
選
手
権
記
念
大
会
。

初
戦
は
近
大
付
の
注
目
左
腕
と
の
投
手

戦
を
２
対
０
で
制
し
、今
大
会
完
封
一

番
乗
り
。
息
の
合
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を

中
心
に
ピ
ン
チ
の
場
面
に
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、少
な
い
好
機
で
適
時
打
を

放
っ
て
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
２

回
戦
の
近
江
戦
は
、四
回
か
ら
救
援
し

た
相
手
左
腕
の
変
化
球
に
苦
戦
。
三
回

以
降
得
点
を
奪
え
ず
、ま
た
、毎
回
走
者

を
背
負
う
苦
し
い
展
開
に
な
っ
た
。
３

対
３
で
迎
え
た
九
回
、持
ち
前
の
粘
り

も
及
ば
ず
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
し
た
。
た
だ
、

随
所
に
前
橋
育
英
ら
し
い
プ
レ
ー
で
目

の
肥
え
た
観
衆
を
う
な
ら
せ
た
。
中
で

も
八
回
の
バ
ン
ト
処
理
は
、今
チ
ー
ム

の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
夏
に
ベ
ン
チ
入
り
し
た
六
人
の

下
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、ス
タ
ン
ド
で
声

を
か
ら
し
精
一
杯
の
応
援
を
し
た
一
・

二
年
生
が
、必
ず
や
こ
の
貴
重
な
経
験

を
次
に
繋
げ
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
更
な
る
前
進
の
た
め
、今
後
も
真

摯
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出
場

に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る

ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
・
二
年
生
は
初
め
て
、三
年
生
は
二

度
目
と
な
る
体
育
祭
が
、十
月
十
七
日

（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
、

前
々
回
と
雨
の
中
で
の
体
育
祭
が
続
き

ま
し
た
が
、今
年
は
晴
天
に
も
め
ぐ
ま

れ
、予
定
さ
れ
て
い
た
全
日
程
を
無
事

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
の
は
、

先
生
方
と
保
護
者
の
方
々
に
よ
る
長
縄

で
す
。
先
生
方
や
保
護
者
の
方
の
、普

段
と
は
違
っ
た
姿
を
生
徒
た
ち
が
見
ら

れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
縄
の
後
は
、部
活
対
抗
リ
レ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
各
部
が
そ

れ
ぞ
れ
の
部
の
個
性
を
存
分
に
発
揮
し
、

見
て
い
る
生
徒
た
ち
も
大
い
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
時
か
ら
は
校
庭
と
野
球
場
、二
つ

の
体
育
館
に
分
か
れ
て
、校
庭
種
目
と

球
技
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
綱
引
き

で
保
育
科
女
子
ク
ラ
ス
が
Ⅳ
類
男
子
ク

ラ
ス
に
勝
利
す
る
な
ど
、大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
対
戦
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

会
場
で
も
、選
手
と
応
援
生
徒
が
一
丸

と
な
っ
て
相
手
に
挑
む
、白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
は
、ク
ラ
ス
対

抗
リ
レ
ー
が
類
別
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

他
競
技
は
な
く
、全
校
生
徒
が
見
守
る

中
、体
育
祭
の
締
め
く
く
り
と
し
て
盛

り
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
徒
会
で
は
ク
ラ
ス
が
、学
年
が
、さ

ら
に
は
全
校
が
一
体
と
な
れ
る
よ
う
に

考
え
て
企
画
を
立
て
ま
し
た
。
競
技
中

だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
一

体
感
を
感
じ
て
も
ら
え
て
い
れ
ば
、生

徒
会
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

最
後
に
、開
催
に
当
た
り
準
備
や
運

営
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

企
画
や
当
日
の
進
行
を
担
当
し
て
く
れ

た
新
旧
生
徒
会
総
務
お
よ
び
体
育
祭
実

行
委
員
、ご
参
加
い
た
だ
い
た
保
護
者

の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度 

体
育
祭
開
催

平
成
30
年
度 

体
育
祭
開
催

生
徒
会
顧
問
　
岡
田 

裕
樹

部
活
対
抗
リ
レ
ー
、長
縄

二
人
三
脚
リ
レ
ー
、綱
引
き

類
別
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー

実
施
種
目

球
技
種
目（
三
種
目
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

校
庭
種
目（
五
種
目
）
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「
生
徒
の
学
び
と
進
化
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

２
０
１
９
年
度
入
試
に
お
い
て
も
幸

先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
推
薦
入
試
・
Ａ
Ｏ
入
試

に
お
い
て
旧
帝
国
大
学
の
１
つ
で
あ

る
東
北
大
学
を
初
め
、国
公
立
大
学
に

14
名
、早
稲
田
・
慶
應
な
ど
難
関
私
立

大
学
に
も
複
数
の
合
格
者
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
と

同
時
に
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
の
成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
入
試
の
特
徴
と
し
て
は
国

立
大
学
に
お
け
る
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試

の
拡
大
、私
立
大
学
の
入
学
定
員
厳

格
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、今
後
行
わ

れ
る
一
般
入
試
に
お
い
て
は
厳
し
い

戦
い
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
私
立

大
学
で
は
入
学
定
員
の
厳
格
化
を
懸

念
し
て
併
願
校
数
を
増
や
す
動
き
や
、

国
立
大
学
の
後
期
日
程
を
中
心
と
し

た
募
集
人
員
減
少
の
た
め
に
国
立
大

学
を
避
け
る
動
き
な
ど
、私
立
大
学

の
志
願
者
数
は
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
２
０
年
入
試
改
革
の

一
つ「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」で
す

が
、２
回
の
試
行
調
査
が
行
わ
れ
、作

問
の
方
向
性
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
国
語
・
数
学
に
お
け
る
記

述
式
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
が
、複
数
の
情
報（
文
章
・

図
・
資
料
）を
組
み
合
わ
せ
て
思
考
・

判
断
さ
せ
る
問
題
や
高
校
で
の
学
習

場
面
を
想
定
し
た
問
題
な
ど
こ
れ
ま

で
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
は

違
っ
た
観
点
か
ら
の
出
題
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
推
薦
入
試
は
学
校

推
薦
型
選
抜
、Ａ
Ｏ
入
試
は
総
合
型
選

抜
と
名
称
を
変
え
、評
価
方
法
に
関
し

て
小
論
文
・
学
科
試
験
・
口
頭
試
問
ま

た
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
現
１
年
生
は
進
路
決

定
の
方
法
を
問
わ
ず
、こ
れ
ま
で
以
上

に
主
体
的
に
学
業
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
入
試
も
い
よ
い
よ

本
格
化
し
ま
す
。
多
く
の
３
年
生
が

希
望
進
路
実
現
に
向
け
、最
後
の
勝
負

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
切
り

開
く
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
へ

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

進
路
指
導
部
主
任
　
渡
辺 

貴
弘

平
成
30
年
度

進
路
実
績
と
取
り
組
み

　

十
一
月
六
日
か
ら
三
泊
四
日
で
修

学
旅
行
Ⅰ
期
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神

山
教
頭
を
団
長
と
し
て
、普
通
科
Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
類
、保
育
科
の
十
三
ク
ラ
ス
、生
徒

総
勢
四
四
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
修
学
旅
行
の
最
大
の
目
的
は
、

沖
縄
で
の
戦
争
の
歴
史
に
触
れ
、平
和

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
し
た
。
二

日
目
は
全
ク
ラ
ス
が
入
壕
体
験
や
ひ

め
ゆ
り
の
塔
、平
和
祈
念
公
園
等
を
見

学
し
、事
前
指
導
で
観
た「
白
旗
の
少

女
」の
ス
ト
ー
リ
ー
や
黒
木
先
生
に
よ

る
特
別
講
義
の
内
容
が
現
実
の
も
の

と
し
て
認
識
で
き
、改
め
て
戦
争
の
愚

か
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
実
感
す
る
日

程
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
戦
争
体
験
者
に
よ
る
講
話

は
実
体
験
を
お
持
ち
の
方
の
高
齢
化

で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、生
徒

に
は
嘗
て
の
激
戦
地
に
流
れ
た
壮
絶

な
空
気
と
犠
牲
者
た
ち
の
叫
び
を
十

分
感
じ
取
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

後
半
は
各
ク
ラ
ス
、リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
の
沖
縄
を
実
感
す
る
日
程
を
過
ご

し
ま
し
た
。
今
回
の
日
程
は
地
元
の
人

も
驚
く
ほ
ど
の
好
天
に
恵
ま
れ
、ビ
ー

チ
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
体
験
等
を
し
た
ク

ラ
ス
の
生
徒
は「
こ
れ
ぞ
沖
縄
」と
一
生

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
を
過
ご

せ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

途
中
体
調
を
崩
し
た
生
徒
も
数
名

い
ま
し
た
が
、大
事
に
は
至
ら
ず
参
加

し
た
生
徒
が
全
日
程
を
無
事
に
終
え

た
こ
と
が
何
よ
り
で
し
た
。
保
護
者

の
皆
様
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

二
学
年
主
任
　
阿
久
津 

広
嗣

修
学
旅
行

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部  

原
さ
ん

受
賞
者
代
表
お
礼
の
言
葉

　

指
導
し
て
下
さ
っ
た
方
や
応
援
し

て
下
さ
る
方
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
受
賞
を
自
信

の
ひ
と
つ
と
し
さ
ら
に
活
躍
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

12
月
20
日（
木
）２
学
期
終
業
式
の

前
に「
優
秀
前
橋
育
英
生
」表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
優
秀
前
橋
育
英
生
」は
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
等
で
顕
著
な
成
績
を
お
さ
め

た
生
徒
に
対
し
後
援
会
か
ら
送
ら
れ

る
制
度
で
す
。

　

今
年
度
は
以
下
の
生
徒
・
団
体
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
20
日（
木
）

12
月
20
日（
木
）

優
秀
前
橋
育
英
生
表
彰

優
秀
前
橋
育
英
生
表
彰

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

原
　 

沙
織（
３
年
）

第
20
回
全
国
高
等
学
校
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大
会
53
㎏
級 

優
勝 

日
・
韓
・
中
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
競
技
会
53
㎏
級 

優
勝

陸
上
競
技
部

古
澤 

一
生（
１
年
）

第
３
回
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

 

棒
高
跳　

銀
メ
ダ
ル

ゴ
ル
フ
部

石
川 

茉
友
夏（
３
年
）

２
０
１
８
Ｐ
Ｇ
Ｍ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

 

選
手
権 

女
子
15
〜
18
歳
の
部　

出
場

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

榎
本
　
樹（
３
年
）

Ｕ‐
18 

２
０
１
８
Ｓ
Ｂ
Ｓ
カ
ッ
プ

 

国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー　

出
場

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

伊
藤 

有
里
彩（
２
年
）

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ　

Ｕ‐

17
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

 

ウ
ル
グ
ア
イ
２
０
１
８　

出
場

ボ
ウ
リ
ン
グ

渡
辺 

莉
央（
２
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
42
回
全
日
本
高
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

 

優
勝

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
２
０
１
８

 

第
73
回
国
民
体
育
大
会
少
年
女
子　

優
勝

放
送
無
線
部

大
林 

菜
（々
２
年
））

第
65
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

 

朗
読
部
門　

出
場

２
０
１
８
信
州
総
文
祭 

朗
読
部
門　

出
場

（左から）大林さん・渡辺さん・伊藤さん
榎本君・石川さん・古澤君・原さん

平成３０年度優秀前橋育英生 表彰式

　

三
年
連
続
４
回
目
の
夏
の
甲
子
園
。

前
評
判
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
チ
ー

ム
は
、試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
力
を
つ

け
、そ
し
て
、甲
子
園
の
大
観
衆
の
前
で

堂
々
と
プ
レ
ー
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

今
チ
ー
ム
は
悔
し
い
思
い
を
強
く
し

て
い
た
。
昨
秋
県
８
強
、今
春
は
準
決

勝
で
健
大
高
崎
に
完
敗
。
夏
の
群
馬
大

会
に
入
っ
て
も
攻
め
き
れ
な
い
場
面
が

目
立
っ
た
。
し
か
し
、厳
し
い
状
況
を

乗
り
越
え
、チ
ー
ム
に
ま
と
ま
り
が
生

ま
れ
た
。
決
勝
の
健
大
高
崎
戦
で
は
、

３
点
リ
ー
ド
さ
れ
た
八
回
に
追
い
つ
き
、

九
回
に
２
本
の
適
時
打
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
。
ま
さ
に
激
勝
で
あ
っ
た
。〝
最
強

打
線
〞
を
ほ
こ
る
相
手
に
、投
手
を
中

心
に
〝
攻
め
る
守
備
〞
を
貫
き
、チ
ー

ム
力
で
も
ぎ
取
っ
た
勝
利
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
臨
ん
だ
選
手
権
記
念
大
会
。

初
戦
は
近
大
付
の
注
目
左
腕
と
の
投
手

戦
を
２
対
０
で
制
し
、今
大
会
完
封
一

番
乗
り
。
息
の
合
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を

中
心
に
ピ
ン
チ
の
場
面
に
集
中
力
を
切

ら
さ
ず
、少
な
い
好
機
で
適
時
打
を

放
っ
て
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
２

回
戦
の
近
江
戦
は
、四
回
か
ら
救
援
し

た
相
手
左
腕
の
変
化
球
に
苦
戦
。
三
回

以
降
得
点
を
奪
え
ず
、ま
た
、毎
回
走
者

を
背
負
う
苦
し
い
展
開
に
な
っ
た
。
３

対
３
で
迎
え
た
九
回
、持
ち
前
の
粘
り

も
及
ば
ず
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
し
た
。
た
だ
、

随
所
に
前
橋
育
英
ら
し
い
プ
レ
ー
で
目

の
肥
え
た
観
衆
を
う
な
ら
せ
た
。
中
で

も
八
回
の
バ
ン
ト
処
理
は
、今
チ
ー
ム

の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
夏
に
ベ
ン
チ
入
り
し
た
六
人
の

下
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、ス
タ
ン
ド
で
声

を
か
ら
し
精
一
杯
の
応
援
を
し
た
一
・

二
年
生
が
、必
ず
や
こ
の
貴
重
な
経
験

を
次
に
繋
げ
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い

る
。
更
な
る
前
進
の
た
め
、今
後
も
真

摯
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
出
場

に
際
し
、多
く
の
皆
様
よ
り
心
温
ま
る

ご
支
援
、心
震
え
る
大
声
援
を
賜
り
、心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


